
３歳児

５歳児

(満１-2歳児)

５領域

(満3-5歳児)

５領域

◆子育ての支援

保 育 所 の 社 会 的 責 任

人 権 尊 重

苦 情 解 決 制 度 等

地域の実態に対応した保育事業と行

事 へ の 参 加

自 己 評 価 等

身近なものと
関わり感性が
育つ

・探索活動を通して、様々なもの

と出合い、十分に関わりながら、

探究する面白さを味わう。

キ　自然との関わり・生命尊

重

言葉
・友だち同士で言葉で気持ちが

通い合う喜びを感じていく。

保育園の所在地である神田岩本町三丁目会に入会。神田祭への参加。隣接する神田須田町二丁目会との友好関係。「ちよだの水辺を魅力

ある都市空間に再生する会」との協力関係づくり。近隣の小中学校との連携。保育ボランティアとの交流。町会連合会との連携
研 修 計 画

●研修はOJTを柱に学ぶ●新しい知見はOFF-JTで研修●講師を招いての園内研修●保育環境研究所ギビングツリー（GT)主催の研修●GTの役員園として、全国４００園を超える仲間と同じ保育理念

で学びあえる研修環境（見学や公開保育）　●職員育成のための理念が整備（保育の三省・5M・見守る保育１０か条・乳幼児教育法　）●キャリアラダーを踏まえた自己評価●新しい教育・保育要領の理

解を深めるキャリアアップ研修の履修　　●キャリアパスと処遇改善の連動　●千代田区の就学前プログラムを踏まえた計画

●保育の質を測定する複数の評価指標を組わせて実施　●子どもの育ちは教育要領と保育指針のねらい及び内容で発達をアセスメントする「ミマモリング」を

活用●自らの保育は２分野（保育環境・職員の自己評価）　●園の自己評価（全体の反省による全体的な計画等への反映）　●第三者評価と連動　●自己目

標設定力の育成と自分で作る個人別研修計画の確立●危機管理マニュアルの不断の見直し

全体的な計画の編制の根拠
平成３０年度告示の保育所保育指針を基本としながらも、併せて幼稚園教育要領および幼保連携型認定こども園教育・保育要領も踏まえている。したがって、満３歳児以上の教育は、幼稚園および認定

こども園における教育課程としての「ねらい及び内容」と同等である。

保育の質は保育の過程にあり、とくに子どもの経験の質が保育の質と同等である。そのクオリ

ティを高めるとは、言い換えると、一般的には「子どもがよく育つ」ことであり、「よく学ぶこと」

であり、保育目標である「自分らしく意欲的で、思いやりのある子ども」がよりそうなることであ

る。それに向けた取り組みのすべてをマネジメントすることが組織運営だが、なかでもカリキュ

ラム運営つまり、この「全体的な計画」のマネジメントが問われることになる。したがって問わ

れるのは、まさに子どもの経験の質の高まりに向けたマネジメントが、どうされているかという

ことになる。そのため保育のプロセスと発達の結果を測定する複数の指標（別紙参照）を用い

て、組織的に自己評価を繰り返す。第三者評価では組織マネジメントのカテゴリー２の「着実

な計画と実行」およびカテゴリー７「重要課題に対する組織的活動」にあたる。

●千代田区の保育ニーズへの対応●保育の質を子どもを取り巻く環境との相互作用の質と捉え、①園児の発達を保障し、②親子関係の安定

化を図り、③地域の家庭の子育ても支えるという３つの事業を通じて、社会的責任を果たす
説 明 責 任 と 情 報 公 開

●保育理念や方針●運営規程　●会計事務所および社会保険労務士会社への部分業務委託　●ホームページの役割の見直し　●保育園支援システム「コドモン」による保育ドキュ

メントの発信●保育参観・保育体験・アロペアレンティング・保護者参加行事　●財務情報（決算）　●保育コミュニティ「しずくの会」を通じた園・家庭の連携

●子どもを立派な人格をもつ主体としてみる●職員のクレド「見守る保育の三省」●子どもの権利条約に基づく保育●個人情報保護　●苦情

処理解決対応及び第三者委員　●人権オンブズマンの方々との連携
特 色 あ る 教 育 と 保 育

●子ども主体の保育である「見守る保育」発祥の園　●異年齢児保育など子ども同士の関係で育つ力を重視　●人間関係を創造する保育としてグッドデザイン賞を受賞　●生き物との共生体験ができる

自然環境（屋上ビオトープ）●STEM保育●江戸のわらべ歌●鬼ごっこのある街ちよだ●３つの都知事賞を受賞している保育としての食育●幼児教育の「見方・考え方」を踏まえた資質・能力の育成

●健康及び発育発達状態の定期的、継続的な把握

●年２回の嘱託医による健康診断（内科）　乳児は毎

月。歯科は年２回

●登園時及び保育中の状態観察、また異常が認めら

れたときの適切な対応

●年間保健計画（別紙参照）

●年１回職員健康診断及び毎月の腸内検査（調理員・

調乳担当者を含む全職員）

＜見守る保育としての食＞年間食育計画（別紙参照）

●保育としての調理・チーム保育としての食育

●生活の中に溶け込んだ子どもクッキング（お米とぎや調理）

＜都知事賞３賞の実践＞

（１）栄養バランスを考えた自園給食の提供と保護者支援として

の献立情報（２）個に応じた保育としてのセミ・バイキングによる

配膳（３）ヒトの営みとしての食育（栽培・調理・共食）

＜食育の５領域＞

●健康・人間関係・文化・いのち・料理

●子育て支援としての食育（しずくレストランなど）

●施設内外の設備、用具等の清掃及び消毒等、安全管理及び自主点検

建築検査（年１回）/布団のレンタル（３ヶ月交代）/カーペットの専門業者清掃（年２回）/

調理室や調乳室等の小動物駆除と消毒（年1回）/専門業者による遊具点検（数年に１

回）　/戸外の公園環境の確認（年１回）

●リスクマネジメント（毎日の朝会で前日の状況を確認）

●子ども及び職員の清潔保持・抗体免疫の確認

●感染予防対策指針の作成と実施及び保護者との情報共有

・感染症発生時の緊急対応（インフルエンザやノロウイルスなど）

●不審者訓練/指導安全教室（万世橋警察署より各年１回）

●自営消防訓練（避難・消火は毎月）火災、地震を想定　●専

門業者による消防設備点検（年２回）

●総合防災訓練（通報・応急救護/AEDの操作含む・引き渡し・

防災教育・起震車体験を通じた転倒防止意識の向上）　●年間

訓練計画の消防署との合議（毎年春）●消防署による立ち入り

検査（不定期）

●被災時における対応と備蓄（給食で活用しながらの補充）

●集中豪雨・水害対策●防犯・不審者対応訓練

●新型感染症の学習と対策の継続的な取り組み

●家庭で過ごす時間が長いことが問題に

ならないように、園でも寛いで過ごすことが

できることを基本とする（養護）

●子どもの発達保障のために、夜８時に就

寝できる生活リズムを保障するためにそ

の意義を保護者に理解してもらうようにす

る。

●子ども自身が休憩や午睡、食事量など

必要なことを選択できる力を育てる。

●保護者コミュニティ「しずくの会」

●保育園体験（SSS・小学生、中学生、高校生の

保育体験）

●育児不安の軽減・解消（未就園児の園体験・

出産前後の母子支援）

●保育者養成校の実習受け入れ・オンライン日

誌の導入など）

●地域活動（赤ちゃんのための睡眠講座・ねん

ねナビ・鬼ごっこのある町ちよだ）

・応答的な関わりのもとで自分の

気持ちを十分に表現し、身近な

人と気持ちが通じ合う喜びを味

わう。

ウ　協同性

人間関係
・友だちとの関わりの中で、少しず

つ相手の気持ちにも目を向けて、

やりとりしてみようとする。

友達との関わりの中で他者とのぶつ

かり合いも経験しつつ、言葉で伝え

合いながら一緒に過ごすことがの楽

しさをたっぷりと味わう。

・自然、生き物、音楽、素材、食などと十

分に触れ合い、イメージを豊かにしなが

ら多様な表現を楽しみ、自分の世界を

広げていく。
コ　豊かな感性と表現

★健康支援／状態把握・増進・疾病対応 ★食育の推進 ★環境、衛生・安全管理 ★災害への備え（自然災害含む） ◆長時間保育の配慮 ●カリキュラム・マネジメントと園児の理解に基づいた評価

・ミーティング等の話し合い(対話)を大切に

し、自分たちで生活をつくりあげる。

・心地よい言葉を知り、美しい言葉を獲得し

ながら、身近な人と気持ちを通わせる。 ウ　心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生

活を営もうとする
「学びに向かう力、人間性等」

ク　数量や図形、標識や文

字などへの関心・感覚

ケ　言葉による伝え合い

表現
・身近な環境に触れた感覚や

気づき、触れ合いや遊びなど

で生じた気持ちを外に表す。

・感じたことや気づいたこと、

考えたり試したことで生まれる

イメージを十分に楽しむ。

表現

・身近な自然や生き物、素材、食、音

楽、身体的な活動など、さまざまな事

物や活動との出合いを通して、イメージ

や感覚を豊かにする。

・自然、生き物、音楽、素材などと

十分に触れ合い、そこで生まれる

質感などの感覚をじっくりと味わい

ながら、多様な表現を楽しむ。

※要領上は乳児と満1歳に区分されている

ので、満１歳を迎えた場合は１歳児の５領

域を参照。

※２歳児は、満３歳の誕生日を迎える前は

保育、それ以降は教育及び保育に位置付

けられる。

環境
・様々な環境やその中での経験を通し

て、じぶんの好きなことを見つけ、じっく

りと探究していく。

・様々な経験をする中で、じぶんの

好きなことを見つけ、探究していく。

・身の回りの自然や様々な事象に興味・

関心を持ち、友だちと気付きを共有した

り、探究したりする。

カ　思考力の芽生え

人間関係
・さまざまな友だちと関わりながら、それぞれの

関係性を結び、お互いの良さや協力し合う喜び

を知っていく。

・友だちとの対話を重ねながら、相

手の気持ちに気付いていく。

・友だちや異年齢での関わりの中で、思いやりの

心を育て、協力しあう大切さを知る。

・自分なりの目標や友だちとの共通の目標を持

つ中で、やり遂げる達成感や満足感を味わう。

エ　道徳性・規範意識の芽

生え

・一人ひとりが安心して園生活を送

る中で自分の思いを言葉で伝えた

り、好きなことを見つけてお友達と

の世界が広がっていく。

言葉
・さまざまなやりとりの中で言葉への感

覚を豊かにし、心地よい言葉を選んで

使ってみようとする。

・心地良い言葉のやり取りと出会

い、伝え合う楽しさが充分に味わえ

る生活を作る。

■幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿10

項目

■教育・保育において育みたい資
質・能力の３本の柱

◎教育及び保育
（園児が環境に関わって経

験する事項）

(乳児)

三つの視点

乳児

保育

１歳児（満１歳以上）

保育

２歳児（満３歳未満）

保育

３歳児（満３歳以上）

教育・保育

４歳児

教育・保育

５歳児

教育・保育

健やかに伸び
伸びと育つ

・心地よい生活の中で、食事・睡

眠・排泄・清潔などの基本的生

活習慣を育んでいく。
健康

・自分の思いや気持ちをたっぷ

り表現しながら、それを十分に

受け止めてもらう中で、自分の

気持ちに気付いていく。

・集団の中で一人ひとりが大切

にされることで、自分でやりたい

という意欲が育ち、食事・排泄・

清潔・衣類の着脱などの基本的

生活習慣が身に付く。

健康

・わらす組の生活に慣れていきながら、

習慣や態度を身につけていく。

・身の回りの環境(空間/物/人)と関わ

りながら、自分で気付いたり考えたりし

てやってみようとする。

・友達と一緒に全身を使った遊びを楽し

み、運動する心地よさを充分に味わう。

・自分の体を大切にし、適切な休息や食事

など、自分に必要な選択を身に付けて行

く。

イ　気付いたことや、できるようになったことな

どを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表

現したりする
「思考力、判断力、表現力等の基礎」

・自分の好きなことや得意なことを深

め、自分に自信をつける。

・健康や安全な生活に必要な習慣や態

度を身につけ、見通しを持って行動す

る。

ア　健康な心と体

ア　豊かな体験を通じて、感じたり、気付いた

り、分かったり、できるようになったりする
「知識及び技能の基礎」

イ　自立心

身近な人と気
持ちが通じ合

う

生命の保持
●生理的欲求・社会的欲求を満たす

●授乳と離乳食

●生活リズムの形成を促す

●離乳食から幼児食へ
●適度な運動と休息の充足 ●健康的生活習慣の形成

●運動と休息のバランスと調和

を図る
●健康・安全への意識の向上

◎ねらい及び内容並びに配慮事項 　　　　　　　　　（この教育は教育課程に係る１日４時間、年３９週を下回らない学校教育のこと）

■養　 護
（保育教諭が行う事項）

年齢 乳児 １歳児（満１歳以上） ２歳児（満３歳含む） ３歳児

※乳児は三つの視点、幼児は５つの

領域で区分されている(基本的事項を

十分に参照)。

オ　社会生活との関わり

環境

・一人ひとりに合った環境の中で、身

の回りのことややってみたいことに意

欲的 に向き合って、自分の世界を広

げていく。

・心に湧き上がる「なぜ？」

「どうして？」などの興味・関

心をじっくりと探究し、遊びに

取り入れていく。

教育及び保育の基本と目標 基本（1）好奇心・探求心を刺激し思わず遊びたくなる魅力的な環境（２）自発的な活動による心揺さぶられる心情体験　（３）またやりたい、もっとやりたいの意欲的再現が表現となる学びの環境　（４）異年齢児の生活と遊びで育む「ねらい及び内容」　（５）DO－SEE-PLANの保育過程による子どもの経験の質の保障を優先するカリキュラム・マネジメント（書類の厳選）　

発達のステージ（異年齢児保育） 一人ひとりの発達を保証するための０〜１歳の異年齢児保育 満３歳までの自立を育む保育 一人ひとりの発達を保証するための３〜５歳の異年齢児保育 ◆５歳児クラスが０〜１歳、２歳の部屋で過ごすお手伝い保育

乳幼児期の育ちは、その次にある小学校への移行のために必要なのでは決してない。将来にわたっての人生において、

必要な力が育っていくことが大切である。そのために、現在を最もよく生きることを保障しなければならず、それによって、

子どもたちは望ましい未来を創り出す力の基礎を培うことができる。育みたい「資質・能力」とは、環境との相互作用に

よって創発されるものである。したがって「環境を通した保育」を基本にして、「生活の連続性」や「発達の連続性」を踏ま

えたうえで、毎日の生活の「保育の過程」が、個々に異なるものとして保障する必要がある。
情緒の安定

●情緒的利用可能性の保障

●基本的信頼関係の形成
●温かなやり取りによる心の安定 ●自我の育ちへの受容と共感 ●主体性の育成

●自己肯定感の確立と他者の

受容

●心身の調和と安定により自信を持

つ

４歳児  ５歳児 ■小学校以上との接続に鑑みて

教育基本法第１条の目的および第２条の５つの目標を達成するため

に、幼児期は「生涯にわたる人格形成の基礎」（同第11条）であること

を踏まえ、保育所保育が養護と教育が一体でることと、幼児教育の基

本「子ども主体の保育」「自発的活動としての遊び」「個に応じた保育」

重視し、「子ども同士の関わり」と「環境を通した保育」によって子どもの

福祉増進に最もふさわしい生活の場となるようにする。

「現在を最もよく生き望まし未来を創り出す力の基礎」を育てるために、左の教育及び保育の基

本を踏まえ、育みたい資質・能力である「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の

基礎」「学びに向かう力、人間性等」の３本の柱を一体的に育む。その際、学びに向かう力は、心

情・意欲・態度を培うことであり、これが非認知的能力や社会情動的スキルであることを認識し、

それを基本にしながら3本柱を育むことが肝要である。

10の姿とそれに対応した46細目は、目指す発達の

方向目標であり、教育の5領域のなかで小学校以降

の学びと生活の基礎となる子どもの姿である。主体

的・対話的で深い学びのなかで育むこれらの姿は、

子どもの心情・意欲・態度が基本となる。

小学校での生活と学びが「主体的・対話的で深い学び」となるよう

に、一人ひとりの子どもの発達がその子らしく、0歳から6歳までの

発達過程を歩んでいることが何よりも大切である。6歳の平均的な

姿に合わせることではなく、その子の発達が十分に遂げられてい

ることが就学に向けたアプローチとして極めて重要である。

安定した親子関係と、家庭と園の信頼関係を築く。家庭の状況は児童票や家庭状況票、個人

面談等で把握すると同時に、園のしおりやＨＰなどによって、園の情報を提供し、相互理解を

図る。また、教育及び保育の「全体的な計画」（本資料）や園便り、保育ドキュメンテーション、

個別ポートフォリオ、保護者参加行事等により保育内容と子どもの育ちを丁寧に伝える。さら

に保護者同士、地域とのつながりの結節点となる（グッドデザイン賞）。

・子どもがかかわる周囲のものは教材であるという観点からの環境を通した教育を意識すること。

・０歳児から優れた学び手である乳児にふさわしい人的・物的・空間的環境を用意すること。

・９か月革命をはじめ０歳児の共感力など発達特性をよく理解し、乳児同士の関わりを大切にする。

・一人ひとりを大切にすることと、子ども同士の関わりからの異年齢児保育を重視すること。

・家庭と連携して妊娠中から睡眠など生活リズムの大切さを伝えていくこと。

・特別な配慮が必要な子は、環境との関係からその特性を捉え、適応しやすい環境を工夫すること。

■教育・保育要領上の教育及び保育の基本及び目標 ■教育及び保育において育みたい資質・能力　　 ■幼児期の終わりまでに育ってほしい姿　　　 ■小学校との接続 ■家庭との連携 ■特に配慮すべき事項／発達の連続性と養護

子どもの教育及び保育目標

(学年の重点）
（保育目標・保育の内容ともに年間指導計画の基礎事

項・年間指導計画・行事のねらいは別紙）

乳児
寛いだ雰囲気の中で様々な欲求が満たされ、身近な人

との関わりの中で生活が安定する

身近な仲間や自然等の環境と積極的に関

わり、意欲を持って活動する 保 育 時 間 な ど
２・３号認定／基本保育時間　標準認定　7：30～18：30 　短時間認定9：00～17：00
                  延長保育時間　標準認定　18：30～20：30

１歳児
歩行や言葉の獲得に向けて、興味や行動範囲を広げ

表象の広がりを見せていく
４歳児

仲間と共に過ごすことや遊びの中での創造

性が豊かな表現と結びつくようになる
主な園行事（日常の節目とし
ての行事設定）及び園事業

入園式（慣れ保育）／誕生会／健康診断／春の親子遠足（屋形船体験）／春の保育参観／個人面談／歯科検診／プール開き／七夕／夕涼み会／お

泊り保育／親子運動遊びの会／いもほり／アロ・ペアレンティングデイ／秋の保育参観／給食試食／個人面談／祖父母感謝デイ／おたのしみ会／クリ

スマスデイ／もちつき／節分／個人面談／成長展／ひなまつり／お別れ遠足／卒園式　　＊（毎月）乳児健診・誕生会・避難訓練２歳児
「自分で」という自らの意思や発意が活発になり、協同

性が芽生えてくる

自己と世界の探究やモデルとなる自覚も育

ち、集団の中で自発的に生活する

千代田せいが保育園 　令和７年度　教育及び保育の内容に関する全体的な計画　　（編制：園長　倉掛秀人 ）
　　（注意）赤い文字が変更点や重点項目　　　令和７年３月１５日現在

事 業 の 目 的
子どもの実態や、子どもを取り巻く環境、卒園後の育ちの見通し、保護者の意向、保育者の願いに基づき、豊かに伸びて

いく可能性を秘めた子どもが、現在を最もよく生き、望ましい未来を作り出す力の基礎を培うことと、保護者の子育てを支

え、子育てに優しいまちづくりに貢献することを事業の目的とする。

保 育 理 念
（ 事 業 運 営 方 針 ）

① 共生　他を受け入れ、共に生きているなかで、それぞれの子どもが周りのすべての環境のなかで生かされていることを知り、自分も相手

の存在を深め、また豊かにしていくことができる社会をつくる

② 貢献　さまざまな体験を通して得た知恵や知識を用いることによって、よりより共生を目指す（貢献）ことに喜びを感じる子どもを育てる

教 育 ・ 保 育 方 針
「子どもの主体性を育てる保育」

①子どもの主体的な活動としての生活を保障する保育  （生活をはぐくむ）　② 子どもの自発的な活動としての遊びを保障する保育  （自立をはぐ

くむ）　　③ 一人ひとりの特性に応じた保育    （個性をはぐくむ）　　④人とのかかわりを大切にした保育   （社会性をはぐくむ）
園 の 教 育 ・ 保 育 目 標

「自分らしく意欲的で、思いやりのある子ども」

　①自ら課題をみつけ、自ら考え行動する子ども （主体的に行動する子ども）　②やりたいことをやれる子ども  （意欲的な子ども）③ 自分を

好きになる子ども  （自尊感情をもてる子ども）　④ 人の喜びを喜べる子ども  （思いやりのある子ども）



ちっち組 ぐんぐん組

年間目標 年間目標

イ　自立心

ウ　協同性

オ　社会生活との関
わり

カ　思考力の芽生え・一人ひとりに
合った環境の中
で、身の回りのこ
とややってみたい
ことに意欲的 に
向き合って、自分
の世界を広げて
いく。

・心に湧き上がる
「なぜ？」「どうし
て？」などの興

味・関心をじっくり
と探究し、遊びに
取り入れていく。

・身近な環境に触
れた感覚や気づ
き、触れ合いや
遊びなどで生じた
気持ちを外に表
す。

・感じたことや気
づいたこと、考え
たり試したことで
生まれるイメージ
を十分に楽しむ。

・友だちや異年齢での関
わりの中で、思いやりの
心を育て、協力しあう大
切さを知る。

・自分なりの目標や友だ
ちとの共通の目標を持
つ中で、やり遂げる達成
感や満足感を味わう。

・ミーティング等の話し合
い(対話)を大切にし、自
分たちで生活をつくりあ
げる。
・心地よい言葉を知り、
美しい言葉を獲得しなが
ら、身近な人と気持ちを
通わせる。

・身の回りの自然や
様々な事象に興味・関
心を持ち、友だちと気
付きを共有したり、探
究したりする。

・自然、生き物、音楽、
素材、食などと十分に
触れ合い、イメージを
豊かにしながら多様な
表現を楽しみ、自分の
世界を広げていく。

・様々な経験をする中
で、じぶんの好きなこと
を見つけ、探究していく。

・自然、生き物、音楽、素
材などと十分に触れ合
い、そこで生まれる質感
などの感覚をじっくりと味
わいながら、多様な表現
を楽しむ。

・様々な環境やその中
での経験を通して、じぶ
んの好きなことを見つ
け、じっくりと探究してい
く。

・身近な自然や生き物、
素材、食、音楽、身体
的な活動など、さまざま
な事物や活動との出合
いを通して、イメージや
感覚を豊かにする。

・さまざまな友だちと関
わりながら、それぞれ
の関係性を結び、お互
いの良さや協力し合う
喜びを知っていく。

・さまざまなやりとりの
中で言葉への感覚を豊
かにし、心地よい言葉
を選んで使ってみようと
する。

・友だちとの対話を重ね
ながら、相手の気持ちに
気付いていく。

・心地良い言葉のやり取
りと出会い、伝え合う楽
しさが充分に味わえる生
活を作る。

全体的に、指針のねらいに即して子どもの姿を捉えた時に、やや人間関係に偏っているかも。保育の基本とされる「環境を通した保育」の環境は、いわば「世界の代表」が園にある、という理解でいいでしょう。そうすると領域健康の「自ら健康で安全な生活を作り出す力」とか「危険を回避する力」、自分に
とって食べる量や午睡の必要性などの自己理解も、長期的な計画として表現されてもいいきがします。また言葉の「日常生活に必要な言葉」や「言葉に対する感覚」は会話や絵本などで、自ずと育つ面も多いのですが「人と交互に会話できる姿」などは、MTGなどの持ち方の工夫がある気がします。あるい
は環境の「物の性質や数量の感覚」はステム的なセンスが欠かせませんし、表現の「美しさ」などは室内の煩雑さから意識し直してみる必要も感じます。３歳からは五領域で５つの年間目標を立ててもいいかもしれません。

令和７年３月２４日現在

コ　豊かな感性と表
現

ク　数量や図形、標
識や文字などへの関
心・感覚

キ　自然との関わり・
生命尊重

ケ　言葉による伝え
合い

エ　道徳性・規範意
識の芽生え

ア　健康な心と体

ピンク色のところが、みなさんが今作っている「年間目標」です。みなさん３本で作ってあるのですが学校の「精神（知）・社会（徳）・身体（体）」に近いです。その前提として「３つの資
質・能力」「乳児の関わりの３視点」「五領域」「１０の姿」に照らし合わせてみて、足りないところがないか、考えてみましょう。

ア　豊かな体験を通じて、感じ
たり、気付いたり、分かったり、
できるようになったりする

「知識及び技能の基
礎」

イ　気付いたことや、できるよう
になったことなどを使い、考え
たり、試したり、工夫したり、表

現したりする

「思考力、判断力、表
現力等の基礎」

ウ　心情、意欲、態度が育つ中
で、よりよい生活を営もうとする

「学びに向かう力、人
間性等」

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿10項目

資質・能力の３本の柱
◎教育及び保育

（園児が環境に関わって

経験する事項）

(満１-2歳児)

５領域

らんらん組 すいすい組(乳児)
かかわりの３つ

の視点

指針のねらい
（心情・意欲・知度）

わいわい組
指針のねらい

（心情・意欲・知度）
(満3-5歳児)

５領域

指針のねらい
（心情・意欲・知度）

年間目標

・温かく応答的
なかかわりの

もと。自分の気
持ちを表現し、
保育者や友だ
ちなど身近な
人と心が通い
あう喜びを感じ

ていく。

人間関係

他の人々と親
しみ、支え合っ
て生活するた
めに、自立心
を育て、人と関
わる力を養う。

（１）保育所での生活を楽し
み、身近な人と関わる心地よ
さを感じる。

（２）周囲の子ども等への興味
や関心が高まり、関わりを持
とうとする。

（３）保育所の生活の仕方に
慣れ、きまりの大切さに気付
く。

にこにこ組

・自分の思いや
気持ちをたっぷり
表現しながら、そ
れを十分に受け
止めてもらう中
で、自分の気持
ちに気付いてい
く。

・集団の中で一人ひ
とりが大切にされるこ
とで、自分でやりたい
という意欲が育ち、食
事・排泄・清潔・衣類
の着脱などの基本的
生活習慣が身に付
く。

言葉

経験したことや
考えたことなどを
自分なりの言葉
で表現し、相手
の話す言葉を聞
こうとする意欲
や態度を育て、
言葉に対する感
覚や言葉で表現
する力を養う。

（１）言葉遊びや言葉で表現
する楽しさを感じる。

（２）人の言葉や話などを聞
き、自分で思ったことを伝えよ
うとする。

（３）絵本や物語等の親しむと
ともに、言葉ややり取りを通じ
て身近な人と気持ちを通わせ
る。

・友達との関わりの
中で他者とのぶつ
かり合いも経験しつ
つ、言葉で伝え合
いながら一緒に過
ごすことがの楽しさ
をたっぷりと味わ
う。

・友だちとの関わ
りの中で、少しず
つ相手の気持ち
にも目を向けて、
やりとりしてみよ
うとする。

・友だち同士で言
葉で気持ちが通
い合う喜びを感じ
ていく。

・一人ひとりが安
心して園生活を送
る中で自分の思
いを言葉で伝えた
り、好きなことを見
つけてお友達との
世界が広がって
いく。

年間目標

健康

健康な心と体を
育て、自ら健康
で安全な生活を
作り出す力を養

う

（１）明るくのびのびと行動
し、充実感を味わう。

（２）自分の体を十分に動か
し、進んで運動しようとす
る。

（３）健康、安全な生活に必
要な習慣や態度を身に付
け、見通しをもって行動す
る。

令和７年度　全体の計画　クラス別の年間目標

年間目標 年間目標

※乳児は三つの視
点、幼児は５つの
領域で区分されて
いる(基本的事項
を十分に参照)。

健やかに伸び伸
びと育つ

健康な心と体を育て、
自ら健康で安全な生
活を作り出す力を培
う。

（１）身体感覚が育ち、快
適な環境に心地よさを感
じる。

（２）伸び伸びと体を動か
し、はう、歩くなどの運動
をしようとする。

（３）食事、睡眠等の生活
リズムの感覚が芽生え
る。

・心地よく、発
達にあった環
境の中で、心
身ともにのび
のびと過ごして
いく。

健康

健康な心と体
を育て、自ら健
康で安全な生
活を作り出す
力を養う

（１）明るくのびのびと生活し、
自分から体を動かすことを楽
しむ。

（２）自分の体を十分に動か
し、様々な動きをしようとす
る。

（３）健康、安全な生活に必要
な習慣に気付き、自分でして
みようとする気持ちが育つ。

・自分の好きなことや
得意なことを深め、自
分に自信をつける。

・健康や安全な生活に
必要な習慣や態度を
身につけ、見通しを
持って行動する。

身近な人と気持
ちが通じ合う

受容的・応答的な関わ
りの下で、何かを伝え
ようとする意欲や身近
な大人との信頼関係を
育て、人と関わる力の
基礎を培う。

（１）安心できる関係の下
で、身近な人と共に過ご
す喜びを感じる。

（２）体の動きや表情、発
声等により、保育士等と
気持ちを通わせようとす
る。

（３）身近な人と親しみ、
関わりを深め、愛情や信
頼感が芽生える。

言葉

経験したことや
考えたことなどを
自分なりの言葉
で表現し、相手
の話す言葉を聞
こうとする意欲
や態度を育て、
言葉に対する感
覚や言葉で表現
する力を養う。

（１）自分の気持ちを言葉で表
現する楽しさを味わう。

（２）人の言葉や話などをよく聞
き、自分の経験ししたことや考
えたことを話し、伝えあう喜び
を味わう。

（３）日常生活に必要な言葉が
分かるようになるとともに、絵
本や物語などに親しみ、言葉
に対する感覚を豊かにし、保
育士等や友達を心を通わせ
る。

・わらす組の生活に慣
れていきながら、習慣
や態度を身につけてい
く。

・身の回りの環境(空間
/物/人)と関わりなが
ら、自分で気付いたり
考えたりしてやってみよ
うとする。

・友達と一緒に全身を使った
遊びを楽しみ、運動する心地
よさを充分に味わう。

・自分の体を大切にし、適切
な休息や食事など、自分に必
要な選択を身に付けて行く。

人間関係

他の人々と親し
み、支え合って
生活するため
に、自立心を育
て、人と関わる
力を養う。

（１）保育所での生活を楽し
み、自分の力で行動すること
の充実感を味わう。

（２）身近な人と親しみ、関わり
を深め、工夫したり、協力した
りして一緒に活動する楽しさを
味わい、愛情や信頼感もつ。

（３）社会生活における望まし
い習慣や態度を身に付ける。

※要領上は乳児と
満1歳に区分され
ているので、満１歳
を迎えた場合は１
歳児の５領域を参
照。
※２歳児は、満３
歳の誕生日を迎え
る前は保育、それ
以降は教育及び保
育に位置付けられ
る。

身近なものと関
わり感性が育つ

身近なな環境に興味
や好奇心をもって関わ
り、感じたことや考えた
ことを表現する力の基

礎を培う。

（１）身の回りのものに親
しみ、様々なものに興味
や関心をもつ。

（２）見る、触れる、探索
するなど、身近な環境に
自分から関わろうとす
る。

（３）自分の諸感覚に認
識が豊かになり、表情や
手足、体の動き等で表現
する。

・探索活動を通
して、様々なも
のと出合い、
気付いたり試
したり、繰り返
し関わりなが
ら、探究する面
白さを味わう。

環境

周囲の様々な
環境に好奇心
や探究心を
もって関わり、
それらを生活
に取り入れて
いこうとする力
を養う。

表現

感じたことや考
えたことを自分
なりに表現する
ことを通して、豊
かな感性や表現
する力を養い、
創造性を豊かに

する。

（１）身近な環境に親しみ、触
れ合う中で、様々なものに興
味や関心をもつ。

（２）様々なものに関わる中
で、発見を楽しんだり、考えた
りしようとする。

（３）見る、聞く、触るなどの経
験を通して、感覚の働きを豊
かにする。

（１）身体の諸感覚の経験を
豊かにし、様々な感覚を味わ
う。
（２）感じたことや考えたことな
どを自分なりに表現しようとす
る。
（３）生活や遊びの様々な体
験を通して、イメージや感性
が豊かになる。

表現

感じたことや考
えたことを自分
なりに表現する
ことを通して、豊
かな感性や表現
する力を養い、
創造性を豊かに

する。

（１）いろいろなものの美しさな
どに対する豊かな感性をもつ。

（２）感じたことや考えたことを
自分なりに表現して楽しむ。

（３）生活の中でイメージを豊か
にし、様々な表現を楽しむ。

環境

周囲の様々な環
境に好奇心や探
究心をもって関
わり、それらを生
活に取り入れて
いこうとする力を

養う。

（１）身近な環境に親しみ、自然と
触れ合う中で、様々な事象に興味
や関心をもつ。

（２）身近な環境に自分から関わ
り、発見を楽しだり、考えたりし、そ
れを生活に取り入れようとする。

（３）身近な事象を見たり、考えた
り、扱ったりする中で、物の性質や
数量、文字などに対する感覚を豊
かにする。


